	第10回（2020年）

日本分子生物学会 若手研究助成 申請書
2020年　　月　　日

　特定非営利活動法人

　日本分子生物学会　御中

　下記の通り、「富澤純一・桂子 基金」からの研究助成金を申請いたします。



	　申　請　者

	助成候補者
	ローマ字

氏　　名
	
	印
	（19　　年　　月　　日生）

	
	所属機関
	名　称
	

	
	
	職　名
	
	学　位
	

	
	
	所在地
	〒



	
	
	TEL
	
	FAX
	

	
	
	E-mail
	

	
	自　　宅
	住　所
	〒



	
	
	TEL
	
	FAX
	

	　主な共同研究者

	主な共同研究者
	　　　ローマ字

　　　氏　名（生年月日）
	所属機関　名称・職名等
	所属機関　所在地

	
	
	
	

	　研究題目

　（和文）

　（英文）


	


（注）更に資料の提出をお願いすることもあります。

	（以下の各頁の記載に当たっては、研究領域の異なる研究者にも理解できるように記述して下さい。各スペースは、適宜増減していただいて結構ですが、申請書全体で10頁以内に収まるようにして下さい。）

１．研究の目標（何を目標として研究を計画しているか、具体的に記述して下さい。）


	

	２．研究計画（上記「１．研究の目標」へ向けての今後5年間程度の研究の計画概要を具体的に記述して下さい。その後の長期構想に言及することもご自由です。）



	３．関連領域における本研究の位置づけ（計画中の研究が世界の研究発展の中でどのように位置づけられていると考えているのか具体的に記載して下さい。）


	４．本研究における申請者の独自性・独立性（本研究の着想や実際の遂行における申請者と共同研究者との関係などを視点に入れて、明確に記載して下さい。）



	５．従来の研究実績（研究テーマの発展を候補者の文献を引用しながら、年代順に具体的に記述して下さい。）


	６．申請者の略歴（大学の学部卒業及びそれ以後の主要な経歴を、学科名・専攻名を含め、年号の古い順に記載して下さい。また、受賞した賞があれば付記して下さい。申請者の年齢が39歳を超えている場合は、理由を本欄に記入して下さい。）


	７．助成金の使途（「1.設備備品費　2.消耗品費　3.その他の費用」に大区分し、それぞれさらに内訳概要を記載して下さい。）　※研究推進に関係することであれば、使途は限定しません。特別な使途が必要な場合はその理由を記して下さい。



	８．現在、省庁、独立行政法人、財団等から受けている、もしくは受ける予定の助成が存在する場合には記載して下さい。現在申請中のものも分けて記載して下さい。（研究課題、年度と金額を具体的に記述し、候補者が研究分担者の場合は代表研究者の氏名と助成金の総額も記述して下さい。）


	９．申請者の主要な論文のリスト（著者名（全員）、表題、掲載誌、巻、始めと終りの頁、発表年を明記して下さい（年号の新しい順に記載して下さい）。また、代表的な論文3編以内につき、論文リスト番号の先頭に「*」印を付し、論文別刷（電子データ/PDFファイル）を添付して下さい。紙面が不足する場合は、A4判用紙で追加して下さい。）



（注）申請書全体が10頁以内に収まるようにして下さい。
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